
①家の中での脱炭素 ②人・モノの移動での脱炭素 ③外出先での脱炭素

・職場

・学校

・スーパー

・買い物時の選択

・宿泊施設

・食品ロス（外食時）

など

・電気自動車

・公共交通機関

・自転車

・地産地消

・飛行機

・旅行の手段

・宅配便の利用

＋まちづくり！

・住宅の断熱化

（新築・改修）

・省エネ家電

・太陽光パネル

・電力契約

・節電

・ごみの分別

など

＋



被災現場上空視察(1)（長野市） 被災現場上空視察(4)（千曲市）
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https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/climateemergency.html



https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/documents/houshin_scenario.pdf 90
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パブコメで2030年目標を
48％削減から60％削減に
上方修正！



94https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/happyou/200401press.html
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2001（H13）年度以降の県内総生産と県内の温室効果ガス総排出量の推移を見ると、2014
（平成 26） 年度の県内総生産は 2001 年度比で 14.5％増加する一方、県温室効果ガス総排出
量は同 4.1％減少してお り、当県では経済成長と温室効果ガス総排出量の削減が相関しない
「デカップリング（分離）」の傾向が 全国と比較しても有意に見られます。

https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/kurashi/ondanka/shisaku/documents/chukan-genjyo2_1.pdf

長野県環境
エネルギー戦略の
中間見直しに
当たっての
現状分析

長野県
（2018年3月）
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2050年歩いて暮らせるまちづくりの実現等に向けた対策・施策

地域の総合的低炭素化計画の策定

徒歩と自転車で暮らせるまちづくり

LRT・BRT等の積極的活用

自動車利用の適正化

【大都市圏】
水と緑の再生・
歩いて暮らせる街

【地方中心都市】
コンパクトシティ・

自然資本による快適空間

【地方中小・農山漁村】
地域資源の活用・
生活圏の再生

2020 2050現状

エネルギー資源の活用促進

自然資本の活用・再生

自動車走行量

の増加

日々のくらしの
エネルギー利用
量の増大

分野横断的計画策定 （土地利用・交通・エネルギー・緑地確保など）

制度的インセンティブ付与 （低炭素地域づくりの取組を支援）

資金調達の円滑化 （公共交通機関・未利用エネルギー利用の支援）

実行する人づくり（担い手の育成・ノウハウの蓄積・見える化促進）

現状・対策・目標

＜導入すべき対策＞ ＜将来の姿＞＜現状の姿＞

主な施策

出典：地域づくりWG資料より作成

検討の視点
対策・施策のパッケージ化

 コンパクトシティの実現効果の定量化

マルチ・ベネフィットの達成

地域づくりの共通課題への対応
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借家のため取り替え困難

買い替えや買増しの時期ではない

捨てるのがもったいない

廃棄に費用・手間がかかる

元は取れると思うが値段が高い

今後値段が安くなると聞いたから

採用に至らない障壁

割高でも元が取れると思う

温暖化対策に役立つ

フィルター掃除機能で手間が省ける

エコポイントがあったから

割高とは思わなかった

空気清浄機能で快適になると思った

訴求すべき
ポイント

そもそもエアコンを使わない 採用のため
検討すべき
打ち手

1,000人中353人
（持家283人、借家70人）

1,000人中647人
（持家424人、借家223人）

行動変容のための戦略

（例）“打てば響く層・タイミング”を狙った事業展開
“広がり”を狙った事業展開
“行動変容”につなげるための事業展開 など

採 用 理 由

生活者の声・実態の把握と行動変容のための戦略の検討
（例：省エネエアコンの場合）

出典：コミュニケーション・マーケティングWG資料より作成



そして
自家発等

電力需給対策の優先順位
（イメージ図）

火力
・
水力
・

残りの
原子力
・
等

原子力
停止分

３１１前の
対応案

まず
省エネ

火力
・
水力
・

残りの
原子力
・
等

超短期の
対応案

もっと
省エネで
体質改善

しっかり
再エネ

それ以外
の電源

必要な電力量

それ以降の
対応案

節電所

発電所



別の見方

必要な
サービス 必要な

サービス

投入する
エネルギー

投入する
エネルギー

CO2
排出

× × ＝
CO2
排出

たとえば、明かりを例にすると、
１．作業するために必要な明かりの量（＝時間×強度）
２．エネルギー効率の割合はだいたい白熱灯を１とすると、
蛍光灯半分、LED10分の1、おひさまだといらない

３．再エネなどの低炭素なエネルギーへ
４．効果的な対策の掛け算で安全・安心な低炭素→ゼロカーボン社会構築へ

省エネが
効果的

再エネが
効果的

見直しが
効果的

そもそも
自然光が

利用出来たら！？



第1回 循環創造学シンポジウム 「循環者になるまち～社会でまわす、地球にかえす、未来へのこす～」
2023年10月14日＠鎌倉市 https://coinext.sfc.keio.ac.jp/




